
 

 

同時開催：7°Gruppo Italiano Di Crono Salita ”ONTAKE SALITA" 

 

2022 年 11月 5日(土)-6 日(日) 

御嶽スキー場駐車場 

オールジャパンヒルクライムフェスティバルイン王滝 

総勢200台の自動車によるヒルクライムイベント！ 

http://hillclimbchallenge.com/p-result/alljapan2021/ 

 

大会の名称   第 7 回 ALL JAPAN HILL CLIMB FESTIVAL in 王滝 

7°Gruppo Italiano Di Crono Salita ”ONTAKE SALITA"  

主催者     K’s Racing Team  

後援      株式会社ブロンコ・バスター 

 協力      木曽おんたけ観光局/株式会社トゥルッコ/株式会社シン/御岳ゴルフ＆リゾートホテル 

 協賛      住友ゴム工業株式会社/TOYO TIRE 株式会社/アクセレラ・ジャパン/小倉クラッチ株式会社 

      和光ケミカル株式会社/株式会社キャロッセ/PIAA 株式会社/新井農林/ヤマテ工業/壽商会 

公式サイト    http://alljapan.hillclimbchallenge.com  



大会概要 

大会の名称   第 7 回 ALL JAPAN HILL CLIMB FESTIVAL in 王滝 

                  BRIG ヒルクライムチャレンジシリーズ 2022 第 7 戦 

7°Gruppo Italiano Di Crono Salita ”ONTAKE SALITA"  

 

大会開催日   開催期間    令和 4 年 11 月 5 日（土）-6 日（日） 

場所      御嶽スキー場駐車場(拠点) 

主催      K’s Racing Team 

後援      株式会社ブロンコ・バスター 

協力      A.TRUCCO/御嶽スキー場/御岳ゴルフ＆リゾートホテル 

協賛      住友ゴム工業株式会社/和光ケミカル株式会社/株式会社キャロッセ 

(順不同)    TOYO TIRES 株式会社株式会社 IHI ターボ/株式会社クローバーターボ 

        小倉クラッチ株式会社/PIAA 株式会社/新井農林/壽商会/鈴木ハーブ研究所 

ヤマテ工業/株式会社ビービーエフヤマテ 

 

         

大会役員    大会会長    丸山  和彦  （株式会社ブロンコ・バスター） 

実行委員長    鈴木 一也  （K’s Racing Team 代表） 

実行委員    清水 和彦  （フレンド・ラリー・クラブ） 

実行委員    行徳 敏史  （株式会社 K’sFACTORY） 

事務局     佐野 志樹  （K’s Racing Team) 

 

 



BRIGヒルクライムチャレンジシリーズ 2022 第7戦

ALL JAPAN HILL CLIMB FESTIVALin王滝
2022.11.5-6

2022 クラス 氏名 同乗者氏名 参加車両名 ﾒｰｶｰ 車名 型式
1 1 D 篠原　高広 スエマツダLubrossタツキAE86 ﾄﾖﾀ ｶﾛｰﾗﾚﾋﾞﾝ AE86
2 2 D 羽賀　幸雄 ナトリオートFC3S ﾏﾂﾀﾞ RX-7 FC3S
3 D 土田　隆教 DWARF GT-Ae ﾏﾂﾀﾞ ﾌｧﾐﾘｱ BFMR
4 2 DL 水川　一夫 水川　真理子 Corvette Racing east Asia ｼﾎﾞﾚｰ ｺﾙﾍﾞｯﾄ C3
5 3 DL 堀　英彦 MG-MIDGET BLMC MG 12GAN
6 3 DL 土田　和人 つっちージュリア alfaromeo GT1300junior 105
7 6 DL 中井　努 Corvette Racing east Asia2号 ｼﾎﾞﾚｰ ｺﾙﾍﾞｯﾄ C3
8 4 K 鈴木　博司 MAC TOOLS MOTVLエッセ ﾀﾞｲﾊﾂ ｴｯｾ L235S
9 4 K 布野　達矢 K's WSR BRIGスカラシップエッセ ﾀﾞｲﾊﾂ ｴｯｾ L235S
10 2 K 今野　貴文 タカツカスピードアルトバン ｽｽﾞｷ ｱﾙﾄﾊﾞﾝ HA23V
11 1 K 千田　久幸 同乗者 チームぴかいちBKMエッセ ﾀﾞｲﾊﾂ ｴｯｾ L235S
12 NA 海川　徹也 Power Plus BRIG K's 12sr 日産 ﾏｰﾁ AK12
13 NA 和田　光司 BRIG Power+Water Racing マーチ 日産 ﾏｰﾁ AK12
14 NA 纐纈　尉文 それゆけ！カプチーノ！ ｽｽﾞｷ ｶﾌﾟﾁｰﾉ EA11R
15 NA 栗原　智子 平井　孝文 小山スピード　ヤリス ﾄﾖﾀ ﾔﾘｽ MXPA10
16 NA 平岩　潤 BRIG車検はﾗﾘｰ高針カップカー ﾄﾖﾀ ﾔﾘｽ MXPA10
17 11 NA 代田　昭二 BRIG DogFightツイン2号 ｽｽﾞｷ ﾂｲﾝ EC22S
18 9 NA 海老原　憲治 BRIGこりすレーシングマーチ 日産 ﾏｰﾁ AK12
19 5 NA よこ山　弘之 YH木村自商OS技研カプチーノ ｽｽﾞｷ ｶﾌﾟﾁｰﾉ EA21R
20 5 NA 赤松　素明 BRIG　S660 ﾎﾝﾀﾞ S660 JW5
21 4 NA 辰田　一彦 BRIG スイフトスポーツカー ｽｽﾞｷ ｽｲﾌﾄｽﾎﾟｰﾂ ZC31S
22 1 NA 大原　秀樹 TLB木村自動車カプチーノ ｽｽﾞｷ ｶﾌﾟﾁｰﾉ EA21R
23 NBAroon Punto Fusion Garage KRT Mini BMW MINI RE13
24 NB 林　一義 名取　一夫 ナトリオートSP-ASNレーシング ﾏﾂﾀﾞ ﾛｰﾄﾞｽﾀｰ NA8C
25 NB 奥園　和人 BRIGでんた８６Ⅱ ﾄﾖﾀ 86 ZN6
26 8 NB 滋賀　剛治 BRIG☆大川ENG☆Y MAX　SXE10 トヨタ ｱﾙﾃｯﾂｧ SXE10
27 8 NB 久保田　清貴 ITJレーシング　BRIG アバルト　 ｱﾊﾞﾙﾄ 595 3E+05
28 6 NB 山本　大貴 タカツカスピードBRIGシルビア 日産 ｼﾙﾋﾞｱ S15
29 5 NB 下田　明夫 シニアS2000 ﾎﾝﾀﾞ S2000 AP1
30 3 NB 曽我　英志 北岡　弘三 G・Spirits　FD2 ﾎﾝﾀﾞ ｼﾋﾞｯｸ FD2
31 2 NB 目谷　昌洋 ITJレーシングBRIGはぐれスイフト ｽｽﾞｷ ｽｲﾌﾄｽﾎﾟｰﾂ ZC32S
32 1 NB 川瀬　拓馬 小山スピードBRIG　S3 ﾊﾞｰｷﾝ S３ 不明
33 NC 志村　光則 アクション志村空調ヤリス ﾄﾖﾀ GRﾔﾘｽ GXPA16
34 11 NC 太田　和芳 T.B.Y.WRX ｽﾊﾞﾙ WRX VAB
35 7 NC ｱｷﾀ　ﾋﾃﾞﾖｼ GLOW GDB ｽﾊﾞﾙ ｲﾝﾌﾟﾚｯｻ GDB
36 6 NC 飯島　利典 BRIG AZUR POWERPLUS 32 日産 ｽｶｲﾗｲﾝ BNR32
37 4 NC 名取　優 諏訪走屋会名取オートFD3S ﾏﾂﾀﾞ RX-7 FD3S
38 3 NC 山崎　毅 Moty’sPower+ PonPonTakePon Lancer 三菱 ﾗﾝｻｰ CP9A
39 2 NC 内田　雅之 KRT　GRﾔﾘｽ ﾄﾖﾀ GRﾔﾘｽ GXPA16
40 1 NC 森　徹也 KRTインプレッサMORI ｽﾊﾞﾙ ｲﾝﾌﾟﾚｯｻ GRB
42 4 OA 長島　章夫 BRIG Power+Water Racing　Twin ｽｽﾞｷ ﾂｲﾝ EC22S
43 2 OA 中村　昂貴 BRIG IHIターボレーシング　カプチーノ ｽｽﾞｷ ｶﾌﾟﾁｰﾉ EA11R
44 1 OA 珠玖　和孝 DAC　木村自動車商会　BRIG＿カプチ ｽｽﾞｷ ｶﾌﾟﾁｰﾉ EA11-R
45 9 OB 竹下　陽介 TOOLBOX BRIG TOYO RX-8 ﾏﾂﾀﾞ RX-8 SE3P
46 6 OB 萩原　基孝 小山スピード・BRIG　MR-S ﾄﾖﾀ MR-S ZZW30改
47 5 OB 八木　敏史 BRIG 小山スピード EP91 ﾄﾖﾀ ｽﾀｰﾚｯﾄ EP91
48 3 OB 星　義輝 BRIG☆無限シビック ﾎﾝﾀﾞ ｼﾋﾞｯｸ FD2
49 1 OB 大森　風生 KRT MR-S ﾄﾖﾀ MR-S ZZW30
50 OC 森　正 ベストスポーツDXLランサー森 三菱 ﾗﾝｻｰ CT9A
51 5 OC 高木　一寿 GAMRACINGやりす ﾄﾖﾀ GRﾔﾘｽ GXPA16
52 3 OC 吉岡　弘至 インプレッサWRX-RA2022 ｽﾊﾞﾙ ｲﾝﾌﾟﾚｯｻ GC8
53 5 OC 山田　敏正 Y-MAX Racing PRSランサー 三菱 ﾗﾝｻｰ CT9A
54 3 OC 廣瀬　明善 GLOW BRIG FD3S ﾏﾂﾀﾞ RX-7 FD3S
55 2 OC BURA BRIG KRT　夏用インプレッサ ｽﾊﾞﾙ ｲﾝﾌﾟﾚｯｻ GC8
56 1 OC 村上　克彦 鈴木ハーブ研究所　ランエボ5 三菱 ﾗﾝｻｰ CP9A
57 X 小山　薫 小山SP ブリッグバーキンターボ ﾊﾞｰｷﾝ ﾊﾞｰｷﾝ 4AG（改）
58 6 X 堀　隆文 S・DESIGN.K'sランサー 三菱 ﾗﾝｻｰ CZ4A
59 5 X 三枝　博光 M2ﾌｸﾄﾘｰBRIGインプレッサ ｽﾊﾞﾙ ｲﾝﾌﾟﾚｯｻ GDB
60 3 X 坂本　智大 小山SP　BRIGランサー ﾐﾂﾋﾞｼ ﾗﾝｻｰ CP9A
61 2 X 津田　洋輔 KRT☆BRIG☆インプレッサ ｽﾊﾞﾙ ｲﾝﾌﾟﾚｯｻ GDB
62 4 X 三枝　重光 TOP1・M2ファクトリーBRIGランサー 三菱 ﾗﾝｻｰ CT9A
63 1 X 小林　昭雄 BRIG　KRT　HKサービスランサー 三菱 ﾗﾝｻｰ CT9A



ALJHF2022 宿割表

宿泊施設 宿泊 部屋割 連絡担当 氏名

1 Gspirits 曽我　英志
2 Gspirits 北岡　弘三
3 名取オートSP 林　一義
4 名取オートSP 名取　一夫
5 名取オートSP 羽賀　幸雄
6 名取オートSP 名取　優
7 堀　英彦
8 竹内　斗志郎

土田　隆教
9 鈴木　博司

10 チームツッチー 珠玖　和孝
11 チームツッチー 大原　秀樹
12 チームツッチー 横山　弘之
13 チームツッチー 土田　和人
1 小山スピード 栗原　智子
2 小山スピード 八木　敏史
3 小山スピード 川瀬　拓馬
4 小山スピード 萩原　基孝
5 小山スピード 坂本　智大
6 TMD&Tool BOX 星　義輝
7 TMD&Tool BOX 竹下　陽介
8 TMD&Tool BOX 海老原　憲治
1 チーム・ベスト 森　正
2 チーム・ベスト 志村　光則
3 コルベットレーシング 中井　努
4 コルベットレーシング
5 コルベットレーシング 水川　一夫
6 コルベットレーシング 水川　真理子
1 YSIT 辰田　一彦
2 YSIT 滋賀　剛治
3 YSIT 山崎　毅
4 ITJレーシング 久保田　清貴
5 ITJレーシング 目谷　昌洋
6 ITJレーシング 中村　昴貴
7 ITJレーシング 太田　和芳
8 下田　明夫
9 奥園　和人

10 代田　昭二
11 高木　一寿
1 パワープラス 長島　章夫
2 パワープラス 和田　光司
3 パワープラス 海川　徹也
4 パワープラス 飯島　奈緒美
5 パワープラス 飯島　利典
6 TMD&Tool BOX 星　義輝
7 TMD&Tool BOX 竹下　陽介
8 TMD&Tool BOX 海老原　憲治
9 大森　風生

山本　大貴
今野　貴史

11 堀　隆文
12 チームピカイチ 千田　久幸
13 チームピカイチ 相原　恭朗
14 NAクラス 平岩　潤
15 NAクラス 赤松　素明
16 NAクラス 纐纈　尉文
1 GLOW廣瀬Team 廣瀬　明善
2 GLOW廣瀬Team 秋田　英好
3 GLOW廣瀬Team 小林　昭雄
4 GLOW廣瀬Team 村上　克彦
5 GLOW廣瀬Team 内田　雅之
6 GLOW廣瀬Team 篠原　高広
7 GLOW廣瀬Team 山田　敏正
8 オフィシャル
9 オフィシャル

10 オフィシャル
11 オフィシャル
12 オフィシャル
13 オフィシャル
14 オフィシャル
15 オフィシャル
16 オフィシャル

69

ダイヤモンドダストR＆B

4名1室

3名1室

2名1室

3名1室

4名1室

大又山荘

〒397-0201　長野県木曽郡王滝村大又3159-5

0264-48-2425

3名1室

2名1室

3名1室

４名1室

2名1室

3名1室

　よっくんヒュッテN

〒397-0201　長野県木曽郡王滝村3159-630

0264-48-2379

2名1室

1名1室

2名1室

たかの湯

〒397-0201 長野県木曽郡王滝村大又３１６８−２

0264-48-2411

https://goo.gl/maps/oxz785cSriEbvDUg8

3名1室

4名1室

4名1室

ペンションリゾートハウス秋桜

〒397-0201 長野県木曽郡王滝村大又３１５２−１

0264-48-2220

https://goo.gl/maps/1n16q8APiNP5JN5r7

2名1室

4名1室

4名1室

4名1室

プチハウス瀬音

〒397-0201　長野県木曽郡王滝村3152-1　　　　　　0264-

48-2126

2部屋に

分けてください

3名1室



ALL JAPAN HILL CLIMB Festival in 王滝 

BRIG ヒルクライムチャレンジシリーズ 第 7 戦  競技概要 

１．競技の形態  土曜日第 7 戦は通常通り 2 本の計測タイムの合計で順位を決定します。 

         日曜日のフェスティバルは計測はしますが特にタイムを競うものではありません。 

 

２．コース    約 2.3km の舗装道路で、全般に上りです。1.5～2 車線の道です。（十分すれ違いので

きる幅です）バンピーな部分もありますので、レキでよく確認してください。 

 

３．受付     8：00～ 本部テントで受付します 

 

４. 車検     準備ができましたら車検レーンへ並んでください。装備品や車両のチェックを行います。 

 

６．ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞ   9:30～開会式及び競技説明を行います。 

 

７．移動     ブリーフィング終了後、スタート地点に並んで下さい。ルートはパドック案内図を確認

して下さい。ゼッケン順で移動をお願いします。 

 

８．プラクティス  シグナルは使用します。(1 分間隔)参加は任意ですが、走らない場合はスタートのスタ

ッフにその旨お伝え下さい。 

 ゲレンデ内、プラザオリオン 2 階から他選手の走行を見ることも可能です。 

 

９．転回 フィニッシュ後、転回地点まで上り、オフィシャルの指示に従い待機してください。ス

タッフが常駐します。全車が登り終わる前に先導車に続きフィニッシュ地点上部へ移動

を開始します。その後先導車の指示でパドックへ戻って下さい。併催イベント ONTAKE 

SALITA の方が待っているので、スムーズな移動をお願いいたします。 

 

10．昼食     昼食は弁当とペットのお茶をご用意しています。 

『ざぶん』南側の本部でお配りしますので各自取りにいらしてください。 

 

11. ﾌﾟﾗｸﾃｨｽ２   SALITA のレキ１に続けて行います。誘導員の指示に従い、事前に隊列を組 

んでお並びください（SALITA はコンボイなのですぐに走行は始まります） 

 

12．トイレ    プラザオリオン 1 階にございます。コース上にはございませんので注意してください。 

 

13．談話スペース ～18：00 プラザオリオン 2 階を開放しています。自身の走行時間外は、こちらでお

休みになることも可能です。 

         ※施設内禁煙・ゴミは各自でお願いします・使用した椅子は元の位置に戻してください 

 

14. 宿泊     お部屋は相部屋となります。ご了承ください。宿割は別紙参照。 

 

15．夕食    18 時~19 時から各宿で夕食となります。アルコール等追加購入品は個別精算です。 



16．朝食     朝食は 6 時 30 分-7 時からとなります。 

 

17．移動     パドックへの移動は 9：30 までに完了してください。 

         パドック内の移動は併催イベントONTAKE SALITAの車両との対向に注意して下さい。 

    

19．ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ   準備ができ次第、1 分間隔でゼッケン順にフェスティバル走行を開始します。スタート

は全車、シグナルを使用します。機材トラブル時はスタートオフィシャルがカウントダ

ウンを行います。フィニッシュ後の要領は土曜日とかわります。転回場所が変わるので

オフィシャルの指示に従ってください。 

          

20．トラブル時 競技中にマシントラブルなどで走行ができなくなった場合は、まず自分の安全を確保し

てください。後続車が約 1 分後にやってきます。緊急の場合を除き、車内で待機をお願

いします。完全に道を塞いでいる場合は、外へ出て後続車に対して通過できない事を安

全な場所からジェスチャー(両腕で✕マーク)で知らせて下さい。 

また、競技後はオフィシャルスタッフがエレガンスチェックを行います。ガードレール

などを破損した場合は速やかに申告をして下さい。 

 

21．2 本目   ２本目が終了しましたら、1 本目と同じくパドックへ戻って下さい。片付け等は自由で

す。このタイミングでの帰宅も可能です。 

 

22．表彰式   全車戻りましたらシリーズ表彰式を開始します。（プラザオリオン 2 階を予定しています

が、時間によっては野外も検討しています） 

 

23．タイム   タイムはインターネットで速報を発表します。 

http://hillclimbchallenge.com/p-result/alljapan2022/ 
QRコードはプログラム表紙を参照 

 
 
24. カフェ   今回も『ヒルクライムカフェ』営業します。引換券をお持ちいただくことで、プラザ

オリオン２階でコーヒー無料サービスです 
 
25. WRC Rally JAPAN 今回伊豆野康平/東山徹大組が来場しますが、日曜からいよいよWRC（世界ラ

リー選手権）Rally JAPANが開催されます。『SKS Rally Team』では皆様の応援募金
を受け付けています。ご賛同いただける方は直接本部へお声がけください。 

 
26. スケジュール 
          土曜日 8：00 受付 
              8：00 車検 
              9：30 ブリーフィング 
              10：00 プラクティス１ 
              11：30 昼食配布 
              13：00 プラクティス２ 
              16：00 宿泊場所へ移動 
          日曜日 9：30 この時間までにパドックへ移動 
              10：30 ＳＳ１計測開始 
              12：00 昼食配布開始 
              13：30 ＳＳ２計測開始 
              15：00 表彰式＆シリーズ表彰式 



コース全体図（競技区間約2.3km）

各自のペースで、安全にヒルクライムを楽しみましょう！

フィニッシュ後 選手待機場所

約1時間～1時間半ほど待機

待機先頭箇所に仮設トイレ・テント・吸殻入れがあります

好天の場合御嶽山を一望できます

標高2000mを超えます！防寒着をご用意ください

スタート

フィニッシュ

メイン会場

安全対策

コースネット・コーステープの設置

通過確認要員の配置

コース内設置物

のぼり旗・スタート/フィニッシュフラッグなど

観戦エリア

フィニッシュ後停車禁止



観戦者入場ルート 競技コース
観戦場所移動ルート 競技車スタート地点への移動ルート

競技車パドックへ戻るルート

お手洗いの使用について、

ご不便をおかけしますが

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

参加関係者・積載車駐車場

一般車駐車場

車検場所

■入退場は自由にできます。

11月 5日(土) 8：00～17：00 練習走行

11月 6日(日) 8：00～16：00 ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

■場内を車で移動の際は徐行でお願いします。

■徒歩にて移動の際は車両の往来に十分気を

つけて下さい。

■障害者等用駐車スペースをご利用の方はス

タッフの指示に従って移動をお願いします。

観客一般駐車場

上段へは徒歩で移動

会場案内図

ONTAKE SALITA

パドック

休憩スペース・ララカレー

ヒルクライムカフェ

(プラザオリオン2F)
施設内禁煙

ゴミは各自でお願いします

観戦場所へ

ALL JAPAN HILL CLIMB 

Festival in王滝

パドック

水洗

公衆トイレ

ALL JAPAN HILL CLIMB 

Festival in王滝

パドック

本部

弁当配布場所

スタート方面


